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特集号論文募集
「アクセシビリティのプラクティス̶
『誰一人取り残さない』ための情報技術」

障がいの有無に関わらず、すべての人々が支障なく情報や場所にアクセスできることを保障し、それにより誰もが積極的に参加でき
る社会を実現するため、さまざまな製品やサービス・施設においてアクセシビリティへの配慮が求められています。アクセシビリティ
に関する関心は、東京パラリンピック2020の開催や、「誰一人取り残さない」をスローガンに進められているSDGsの考え方の普及に
より高まりつつあります。

従来、国や自治体のみに義務化されていた、障がい者に対する合理的配慮を民間事務事業者に対しても義務化する改正障害者差別解
消法が、2021年5月に国会で成立し6月4日に公布され、3年以内に施行されることになっています。また、2021年3月1日から、障がい
者の法定雇用率が引き上げられ、適用対象の事業所規模も拡大されており、職場におけるアクセシビリティの配慮がますます必要と
なっています。

情報技術（IT）が提供する情報に対するアクセシビリティは言うまでもなく、ITの活用によりフィジカルなアクセシビリティを向上さ
せるなど、アクセシビリティ向上に向けたITの貢献は大きいと考えられます。

今後ますます重要性が増すアクセシビリティをITの活用によって向上させることの一助となるよう、ITを活用したアクセシビリティ
向上の実践に基づく知見を共有することを目的に本特集を企画いたしました。情報へのアクセシビリティに関する実践だけでなく、
移動・交通、教育、医療・介護、出版、放送・通信、就労、エンタテイメントなど分野を問わず、さまざまな場面でのITを活用した
アクセシビリティ向上の実践に基づく以下のような論文を広く募集します。

- さまざまな障がいを持つ方や、高齢者に向けたITサービス提供、製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られ
 た知見を含む論文
- ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や、高齢者にとってのフィジカルなアクセシビリティを向上させるサービス提供、
 製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られた知見を含む論文
- 教育や就業の現場、スポーツ・文化に関するイベント等の開催において、ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や高齢者
 を含む多様な参加者の体験を向上させた実践事例およびそこから得られた知見を含む論文
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向上の実践に基づく知見を共有することを目的に本特集を企画いたしました。情報へのアクセシビリティに関する実践だけでなく、
移動・交通、教育、医療・介護、出版、放送・通信、就労、エンタテイメントなど分野を問わず、さまざまな場面でのITを活用した
アクセシビリティ向上の実践に基づく以下のような論文を広く募集します。

- さまざまな障がいを持つ方や、高齢者に向けたITサービス提供、製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られ
た知見を含む論文

- ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や、高齢者にとってのフィジカルなアクセシビリティを向上させるサービス提供、
製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られた知見を含む論文

- 教育や就業の現場、スポーツ・文化に関するイベント等の開催において、ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や高齢者
を含む多様な参加者の体験を向上させた実践事例およびそこから得られた知見を含む論文
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2022 年度会誌「情報処理」モニタ募集のお知らせ

会誌編集委員会

　会誌「情報処理」をより良くするために編集委員一同努力を続けておりますが，会員の方々の評価や希望をうかがい，

今後の改善に役立てるために，モニタ制度を設けております．関心のある方はぜひふるってご応募ください．

 

応募の資格 本会会員で，モニタの役割を積極的に果たしていただける方．

モニタの役割	 学会 Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）から，毎月アンケートに回答する．

	  ◇記事に対する評価　 ◇記事に対する感想　◇意見　◇記事テーマの提案　

	  ◇そのほか全般的な意見・提案など

 注）記事をすべて読むといったことは必ずしも必要ではありません．自分の立場や問題意識，得意とす

る分野などを基準とした「独断と偏見による」自由な意見を期待します．

期　　間 原則として 1 年間（2022 年 4 月〜 2023 年 3 月）．＊最長 3年までとします．

対 象 号 会誌「情報処理」63 巻 5 号〜 64 巻 4 号

謝　　礼 貴重なご意見をいただいた方には薄謝または記念品を贈呈します．

募集人員 特に定めませんが，応募者数によっては当委員会で調整させていただくことがあります．

応募締切 2022 年 2 月 25 日（金）必着

そ  の  他　　 ジュニア会員で，会誌（冊子体）の送付を希望される方には，モニタ期間中会誌を送付いたします． 

　　　　　 （先着 50 名，アンケート（12 回）に必ず回答いただくことを条件とします）

　　　　　　 希望する場合は，申込書の要望欄に＜会誌送付希望＞とお書きください．

申　　込　　 以下 Web ページ内＜ 2022 年度 会誌「情報処理」モニタ申込フォーム＞よりお申し込みください．

　　 https://www.ipsj.or.jp/magazine/topics/2022monitor.html

照  会  先　　 情報処理学会　会誌編集部門（モニタ係）　E-mail : editj@ipsj.or.jp

この記事のこんなところが良かった！

この記事のここを改善してほしい

こんな記事が読んでみたい！

ご意見お待ちしています！

https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
https://www.ipsj.or.jp/magazine/topics/2022monitor.html
mailto:editj@ipsj.or.jp
https://www.ipsj.or.jp/magazine/topics/2022monitor.html
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〔投稿締切〕2022 年 2月 7日（月）17：00

特集号論文募集
「アクセシビリティのプラクティス̶
『誰一人取り残さない』ための情報技術」

障がいの有無に関わらず、すべての人々が支障なく情報や場所にアクセスできることを保障し、それにより誰もが積極的に参加でき
る社会を実現するため、さまざまな製品やサービス・施設においてアクセシビリティへの配慮が求められています。アクセシビリティ
に関する関心は、東京パラリンピック2020の開催や、「誰一人取り残さない」をスローガンに進められているSDGsの考え方の普及に
より高まりつつあります。

従来、国や自治体のみに義務化されていた、障がい者に対する合理的配慮を民間事務事業者に対しても義務化する改正障害者差別解
消法が、2021年5月に国会で成立し6月4日に公布され、3年以内に施行されることになっています。また、2021年3月1日から、障がい
者の法定雇用率が引き上げられ、適用対象の事業所規模も拡大されており、職場におけるアクセシビリティの配慮がますます必要と
なっています。

情報技術（IT）が提供する情報に対するアクセシビリティは言うまでもなく、ITの活用によりフィジカルなアクセシビリティを向上さ
せるなど、アクセシビリティ向上に向けたITの貢献は大きいと考えられます。

今後ますます重要性が増すアクセシビリティをITの活用によって向上させることの一助となるよう、ITを活用したアクセシビリティ
向上の実践に基づく知見を共有することを目的に本特集を企画いたしました。情報へのアクセシビリティに関する実践だけでなく、
移動・交通、教育、医療・介護、出版、放送・通信、就労、エンタテイメントなど分野を問わず、さまざまな場面でのITを活用した
アクセシビリティ向上の実践に基づく以下のような論文を広く募集します。

- さまざまな障がいを持つ方や、高齢者に向けたITサービス提供、製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られ
 た知見を含む論文
- ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や、高齢者にとってのフィジカルなアクセシビリティを向上させるサービス提供、
 製品開発の事例（大規模な実証実験等を含む）から得られた知見を含む論文
- 教育や就業の現場、スポーツ・文化に関するイベント等の開催において、ITを活用してさまざまな障がいを持つ方や高齢者
 を含む多様な参加者の体験を向上させた実践事例およびそこから得られた知見を含む論文

　　　2021年12月10日印刷　　2021年12月15日発行（毎月1回15日発行）

ISSN 0447-8053

教育コーナー：ぺた語義
連　載： IT紀行／　　　　教科「情報」の入試試験問題って？／情報の授業をしよう！／
 先生，質問です！／ビブリオ・トーク
コラム：　　　   情報処理学会とのお付き合い
会議レポート

教育コーナー：ぺた語義
連　載： IT紀行／　　　　教科「情報」の入試試験問題って？／情報の授業をしよう！／
 先生，質問です！／ビブリオ・トーク
コラム：　　　   情報処理学会とのお付き合い
会議レポート

巻頭コラム

オンラインで祈る
谷口真梁
オンラインで祈る
谷口真梁

特集特集 自動運転元年自動運転元年オンライン

特別解説　　　　　ヒト型ロボット「Pepper」の生産停止にざわつく 
　　　　　　　　　　～ヒトの形をしたモノに，ヒトはどう反応するのか～
特別解説　　　　　ヒト型ロボット「Pepper」の生産停止にざわつく 
　　　　　　　　　　～ヒトの形をしたモノに，ヒトはどう反応するのか～

オンライン

オンライン

オンライン

 Kindle Kindle情報学広場情報学広場 FujisanFujisan
電子版を購入（有料）iPhoneなどで読む（有料）電子版を読む（会員無料）

電子版もご覧ください電子版もご覧ください

notenote
Web公開（無料/有料）

〒101
-0062
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
│
五

編
集
人

　稲

　見

　昌

　彦

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
│
五

発
行
所

　一
般
社
団
法
人

　情
報
処
理
学
会

　
　
　
　
　発
行
人

　木

　下

　泰

　三

電

　話

　東
京
（
〇
三
）
三
五
一
八
|
八
三
七
四

振
替
口
座

　〇
〇
一
五
〇
|
四
|
八
三
四
八
四

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
五
|
十
六
|
七

印
刷
所

　三
美
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
|
一

株
式
会
社

　オ
ー
ム
社

会
員
外
発
売
所

情　報　処　理　　　　　第 63巻　　　　第 1号 2021 年 12 月 10 日印刷　2021 年 12 月 15 日発行　〔毎月 1回 15日発行〕
IPSJ MAGAZINE

1
2022

一般社団法人

情報処理学会
一般社団法人

情報処理学会
Information Processing Society of JapanInformation Processing Society of Japan

Vol.63 No.1
通巻 682 号

〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　TEL.03-3367-0571  FAX.03-3368-1519

本誌広告一手取扱い アドコム・メディア株式会社

定価 1,760 円（本体 1,600 円 +税 10％）




